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要　　旨
わが国の規制薬物の乱用は覚せい剤が主であるが，脱法（違法）ドラッグのすそ野の広がりは著し
く，若年層でも容易に販売ルートにアクセスできる環境にある。違法ドラッグ，特にお香などと称
して販売されるハーブタイプには，カチノン類やフェネチルアミン類などと比較し精神作用の弱い
合成カンナビノイドが用いられてきており，薬物乱用のゲートウェイとなっていた。平成24年の買
い上げ調査の結果，ひとつの製品に複数の合成カンナビノイドが用いられ，さらに合成カンナビノ
イドに比べ精神作用が強い合成カチノンが加えられている実態が明らかになった。このような乱用
薬のブレンドにより，予期せぬ精神作用が生じる危険性があり注意を要する。使用実態に応じた乱
用薬の生物作用の解析が望まれる。 
キーワード ：デザイナードラッグ，薬物乱用，合成カンナビナイド，カチノン類
はじめに
わが国における薬物乱用は，戦後一貫して覚せ
い剤が中心的に用いられて来ており，現在でも依
然としてその乱用の社会的リスクは極めて大き
い。しかし，最近の乱用薬物市場は，これまでも
存在していた規制薬物の闇流通に加え，非規制薬
物の使用目的を偽って合法的流通経路に乗せて販
売するように変化してきている。特に，従来は薬
物販売の表立った標榜は控えられアダルトショッ
プなどでクリーナーなどと称して販売されていた
が，最近はヘッドショップといわれる専門店舗を
構えて堂々と販売されている。販売店ではハーブ
（お香，インセンス），アロマリキッド，バスパウ
ダーなどと称し，人体に使わないようにとの注意
書きを添えて販売されているものの，摂取を目的
としていることは自明である。このような本来認
可されていない化学物質を人体に適用してはなら
ないという薬事法の主旨を逸脱した「違法ドラッ
グ」は，流通実態や生体影響を把握した上で，順
次薬事法で定める指定薬物や麻薬及び向精神薬取
締法に基づく麻薬に指定されている。これに伴い，
麻薬及び薬事法指定薬物は近年対数的に増加して
いる（図1）。しかし，化学構造のマイナーな修飾
により法規制を逃れるデザイナードラッグが次々
に出現するため，現行の法制度が事実上骨抜きと
なっている。さらに，乱用薬市場に出現している
製品には，従来単一の薬物が含有されることが多
かったが，現在は複数の薬物が意図的に混入され
ており，薬物間相互作用による予期せぬ生物影響
の危険性もある。本稿では，最近の違法ドラッグ
について概説するとともに流通実態を示しつつ，
健康被害との関連性を考察する。
乱用薬物の形態
従来いわゆる「違法ドラッグ」の流通経路として
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購入することができ，国内で調合・製品化されて
いるようである。しかし，「試薬会社」が薬物を取
り違えることはしばしばあるようで，筆者も発注
した化合物とは異なる化合物が届けられた経験が
ある。このような「試薬会社」では，国内では違法
となる薬物も同時に取り扱っているため，最終製
品を合法と謳っていても実は違法薬物が混入され
ている可能性がある。
合成カンナビノイド
大麻の幻覚成分であるΔ9－テトラヒドロカン
ナビノール（THC）は，中枢のCB1受容体を介し
て多幸感，痛覚低下や幻覚などの精神症状を引き
起こす 1） 。一方。Δ9－THCは脾臓や扁桃腺など
は，アダルトショップなどで密かに販売されるこ
とが多かったが，最近では専門の店舗の他イン
ターネットや自販機などで広く販売されている。
製品の形態としては，植物片に薬物の粉末を混ぜ
たり溶媒に溶かした薬物を吸収させたりしたも
の（ハーブタイプ），着色した水溶液（リキッドタ
イプ），薬物粉末を賦形剤で嵩増ししたもの（パウ
ダータイプ，バスソルトとも呼ばれる）の3種が
ある（図2）。ハーブタイプは主に紙巻きたばこと
同様にあるいは喫煙具を用いて，リキッドやパウ
ダータイプは経口的あるいは経粘膜的に摂取され
ることが多いとされる。これらの製品の原料とな
る薬物は，「試薬会社」と称してインターネット上
に店舗を持つ海外サイトから，容易にかつ大量に
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図１
麻薬および薬事法指定薬物の累積数。麻薬は平成13年以降新たに指定された化合物、薬事法指定薬物は平成19年以降新たに
指定された化合物の累積数を示した（平成25年に導入された包括規制を除く）。
図２　違法ドラッグの形態
 ハーブタイプ リキッドタイプ パウダータイプ
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末梢のCB2受容体を介して免疫応答を調節する 2） 
ため，多発性硬化症やAIDS治療の創薬の観点か
らCB2選択的アゴニストの探索が行なわれてき
た。その過程で，結果的に多くのCB1アゴニス
トが合成カンナビノイドとして報告されることと
なり，これらの化合物が「試薬」として国際的に売
買されている。
大麻の代替として「合法」を謳ったハーブは，
ヨーロッパでは2004年頃からインターネット市
場に出現 3） しており，その後日本においては2009
年以降顕著となっている 4） 。当初この代替ハー
ブはnaturalと謳って販売されていたが，2008年
にオーストリア当局により合成カンナビノイド
（JWH－018）が植物片に添加されていることが明
らかにされ，疑似大麻の精神作用は実は化学合成
物質によるものであることが判明した 3） 。代表的
な合成カンナビノイドとして，Δ9－THC の構造
類似体であるRaphael Mechoulamら 5） のHU化
合物，John W. Huﬀ manら 6） が合成したJWH化
合物，Alexandros Makriyannisら 7） のAM化合
物，など（図3）があり，それぞれ側鎖やインドー
ル環，ナフタレン環等の芳香環がハロゲンや短鎖
アルキル基で修飾された多様な誘導体が存在す
る。これら合成カンナビノイドは，それぞれCB1
とCB2に対する親和性が異なり，CB1に対する
親和性がより強い化合物が精神作用も強いと考え
られる。しかし，最近乱用薬市場に出現している
物質を見る限り必ずしもCB1への親和性が高い
ものが選択されている訳ではないようである。一
方，Δ9－THCはCB1に対するpartial agonistで
あり反応の天井効果が認められるのに対し，合成
カンナビノイドの多くはfull agonistとして作用
する 3） ため，用量増加とともに極めて強い生体反
応が生じる危険性がある。合成カンナビノイド，
特にJWH化合物やAM化合物の物理化学的特性
として水にほとんど溶けないことが挙げられる。
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図３　Δ9-THCと代表的な合成カンナビノイド
図４　カチノンと代表的な合成カチノン類
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炭素のアルキル誘導体などがある。これらの
化合物は，幻覚作用を示すペヨーテサボテン
の 成 分 で あ る メ ス カ リ ン やMDMA（3，4－
methylenedioxymethamphetamine）と構造が類
似しており（図5），乱用者が期待する精神作用も
似ていると考えられる。一方，セロトニン症候群
（高体温，振戦，錯乱などの症状）に代表される異
常症状の強さは化合物毎に異なり，MDMAなど
より強く出現するものもある。MDMAは現在で
もなお錠剤型麻薬として闇市場で流通する他，最
近ではカチノンに代わるリキッドタイプなど違法
ドラッグの成分として警鐘を鳴らされている 9） 。
トリプタミン類
合成トリプタミン類は，マジックマッシュルー
ム中の幻覚成分であるサイロシンやシロシビンと
構造が類似し，同様の幻覚作用を示す。セロトニ
ンのアナログとしてセロトニン受容体に直接作
用するとともに，セロトニン放出促進や再取り
込み阻害作用を示すことが明らかにされている。
AMT（α－methyltryptamine）や5－MeO－DIPT
（5－methoxy－N，N－diisopropyltryptamine）（ 図
6）などと構造が類似するトリプタミン類は，その
種類は多くないものの現在でも違法ドラッグの成
分として検出されている 4） 。
従って，合成カンナビノイドは主にハーブタイプ
に混入され乱用に供されている。
カチノン類 
カチノン（1－フェニル－2－アミノ－1－プロパノ
ン）（図4）は，エチオピアを起源として現在アラ
ビア半島から東アフリカに自生するカートと呼ば
れる植物中のアルカロイドである。カートの葉は
同地域において古くより嗜好品として用いられて
きた。カチノンはアンフェタミンのβ－ケト誘導
体であり，類似の中枢興奮や食欲抑制などの精神
作用を示す。その作用は，覚せい剤同様モノアミ
ンの再取り込み阻害，細胞内ストアからの放出促
進によるとされる 8） 。一方，カチノンのN－アル
キル誘導体や芳香環の短鎖アルキル誘導体および
メチレンジオキシ誘導体などのいわゆる合成カチ
ノン類は，強いモノアミン酸化酵素阻害作用をも
ち，カチノンより脳移行性が高いため，強い精神
作用を示す 8） 。この様な合成カチノン類（図4）は，
現在流通しているリキッドタイプやパウダータイ
プの主成分となっている。
フェネチルアミン類 
フェネチルアミン類は，アンフェタミンを
基本構造とし，芳香環の短鎖アルキル，メト
キシ，メチレンジオキシ，ニトロあるいはハ
ロゲン誘導体，側鎖のN－アルキルおよびα
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図５　メスカリンと代表的なフェネチルアミン類
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ルプロリノールも類似の作用を示すと考えられて
いる 13） 。
乱用薬市場の調査
平成24年5月から10月に違法ドラッグ市場で
の買い取り調査を実施した。ハーブタイプは79
製品，パウダータイプは9製品，リキッドタイプ
は17製品を購入し，含有する違法ドラッグ成分
の分析を既報 14） に従いガスクロマトグラフィー
質量分析計（GC－MS）にて行った。違法薬物の同
定は，米国麻薬取締局（US DEA）や国家薬物取締
政策局（Oﬃ  ce of National Drug Control Policy）
がスポンサーとなっている国際法中毒学者の情
報交換フォーラムである，Scientiﬁ c Working 
Group for the Analysis of Seized Drugs 
（SWGDRUG）が提供するマススペクトルのデー
タベース（SWGDRUG MS Library ver.1.7）を用
いた。
ハーブタイプの分析結果を表1 に示す。79製
品中75製品において主要に含有される化合物を
特定することができた（図7）。残り4製品に含有
される化合物は，いずれも類似のマススペクト
ピペラジン類
ピペラジン化合物は当初駆虫薬としての可能性
が検討され，その後BZP（benzylpiperazine，図6）
にアンフェタミン様の中枢興奮作用が見出された 
10） 。ピペラジン類はモノアミン放出促進や再取り
込み阻害を介して，顕著な間隙ドパミンやノルア
ドレナリン量の増加を引き起こすことが明らかに
されている 11） 。さらに，高用量では直接5HA2A
受容体のアゴニストとしても作用し幻覚作用を引
き起こす 12） 。ピペラジン類は錠剤型麻薬の成分
として用いられたが，現在本邦での使用実態は明
らかではない。
その他
上記の共通基本化学構造を持つ一連の化合物の
他，中枢興奮作用を示す医薬品の誘導体が出現し
ている。ナルコレプシーや注意欠陥・多動性障
害（ADHD）治療に用いられるメチルフェニデー
トの誘導体であるエチルフェニデートは，メチル
フェニデートと同様にドパミン神経やノルアドレ
ナリン神経の興奮作用がある。かつて抗うつ薬と
して用いられたピプラドロールの誘導体ジフェニ
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図6　ピペラジン（BZP， 3CPP）， トリプタミン（AMT， 5-MeO-DIPT）およびその他の違法ドラッグ
昭和大学薬学雑誌　第４巻　第１号
―18―
ンナビノイドに加えてカチノン類やフェネチルア
ミン類などが添加されていた。さらに，1製品で
は合成カンナビノイドは見られず，カチノンだけ
が検出された。カチノン類やフェネチルアミン類
は，従来パウダータイプやリキッドタイプとして
流通されていたものであり，ハーブタイプへの添
加は新しい傾向といえる。違法ドラッグの中でも
ハーブタイプは乱用のしきいが低く，ゲートウェ
イドラッグとなっている。こうした製品に，中枢
抑制性の合成カンナビノイドとは異なり中枢興奮
作用を示すカチノン類やフェネチルアミンが添加
されている実態は，乱用者すら予期しない精神作
ルを示したが，今回用いたデータベースでは同
定に至らなかった。構造が同定できた75製品中 
6製品（8％）において，買い上げ時点で規制対象
となっている薬物が検出された。また，45製品
（60％）で複数の化合物が検出され，最も多いもの
で5種類の化合物を含有していた（図8）。この結
果と，平成21年度の調査 14） において2成分以上
を含有していたものが84製品中12製品（14％）で
あったこととを比較すると，ここ数年でハーブタ
イプに多成分を添加する傾向があることは明らか
である。また，ほとんどの製品で合成カンナビノ
イドが検出されたが，15製品（20％）では合成カ
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図7　検出された違法ドラッグの構造
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て α－PVP （α－pyrrolidinopentiophenone）
が，また2製品ではα－PVPに加えてMDPV 
（methylenedioxypyrovalerone）が検出された。
MDPV（図8）は平成21年1月に薬事法指定薬物
となっており，購入時点で規制されていた薬物で
ある。MDPVとα－PVPは，それぞれ平成24年
8月および平成25年3月に麻薬として規制されて
いる。平成23年10月から平成24年4月にかけて
本邦において調査したUchiyamaらの報告 15） で
はα－PVPが検出されていないことから，本化合
物の製品への添加が平成24年において急速に広
まったことが推定される。α－PVPが検出された
1製品の含量について定量したところ，約9 mg/
gであった。ハーブタイプのカチノン類の定量に
ついては報告が無いが，リキッドタイプでは類似
のカチノンであるメフェドロンの含有量が約12 
mg/mLと報告 14） されている。投与ルートがそれ
ぞれ吸入と経口と違いがあり，化合物も異なるた
め比較ができないが，概ね類似した含有量といえ
る。α－PVPの実験動物の行動に及ぼす影響を検
討したところ，覚せい剤であるメタンフェタミン
に匹敵する興奮作用を示した。また，脳内アミン
の変動の解析では，ドパミン遊離促進作用が強い
ことが判明している。麻薬指定に伴い，α－PVP
は乱用薬市場からほぼ消失していると考えられる
が，本調査で1製品に検出された構造類似のα－
PBP（α－pyrrolidinobutiophenone，知事指定薬
物）にも同様の中枢興奮作用があるものと推定さ
れ，今後カチノン類の包括規制が望まれる。
フェネチラミンは3製品，トリプタミンは1製
品で検出された。これらの中で，フェネチラミン
類でMDA（3，4－methylenedioxyamphetamine）
の4－desoxy体である6－APDBが検出された。
本化合物は，平成25年1月薬事法指定薬物に指
定された6－APBの誘導体であるが，本邦におけ
る検出報告はなく本報告が初めてである。今後カ
チノンに加え，フェネチラミンやトリプタミンが
ハーブタイプに用いられる状況の推移を注意深く
観察して行く必要がある。また，URB754は新規
デザイナードラッグとして最近報告15） された化
合物であるが，本調査でも1製品に検出された。
用が発現する可能性を示唆し，極めて危険な状況
と考えられる。
合成カンナビノイドは多様な構造のものが検
出されたが，これまで中心的に用いられ平成25
年3月に薬事法の包括規制の対象となったJWH
－018やJWH－122を基本構造とするものから，
adamantanyl誘 導 体（APINACA，APICA，AB
－001，STS－135） やtetramethylcyclopropyl誘
導体（UR－144，XLR－11）にシフトしてきてい
る実態が明らかになった（図8）。同様な傾向は，
Uchiyamaら 15） の最近の報告にも見られる。一方，
行政側の対応も敏速で，ほとんどの化合物は買い
上げ時点では規制対象となっていなかったもの
の，現在では薬事法や麻薬及び向精神薬取締法の
対象となっている（表1）。検出された合成カンナ
ビノイドの中で，標準品が入手できたものについ
て定量したところ，約40 ～ 139 mg/gであった。
この結果は，平成21年度の調査報告 14） とほぼ同
様であり，化合物毎の添加量に大きな変化はない
ことが示唆された。しかし，同様の作用を持つ合
成カンナビノイドが複数種類添加されていること
から，実質的には従来に比べ数倍の量の合成カン
ナビノイドが用いられていることになり，製品単
位量当たりの添加量が増加している実態が明らか
になった。
カチノン類が検出されたハーブタイプは11
製品あった（表1）が，そのうち10製品におい
2
5
1
4
3
図8　ハーブタイプに含有された薬物種の数
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表１　ハーブタイプ75製品に検出された違法ドラッグ
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URB754はモノアシルグリセロールリパーゼの阻
害物質として，内因性CB1アゴニストである2－
アラキドノイルグリセロール量を増加させると報
告 16） されたが，その後本作用は不純物の効果で
あったことが明らかになっている 17， 18） 。乱用薬
供給者が，新規の構造を模索している実態が垣間
見える。
パウダータイプおよびリキッドタイプの分析
結果を表2に示す。パウダーやリキッドタイプで
は，主にα－PVP等カチノン類が検出され，こ
れまでの傾向 4） が継続されていた。一部の製品
ではmethylphenidate 誘導体のethylphenidate
やketamine誘導体のmethoxetamine 19） ，フェ
ネチルアミン誘導体の5－IAI 20） が検出された。
Ethylphenidateはmethylphenidateとエタノール
の併用により，in vivoにおいてトランスエステ
ル化により生成する化合物である 21） 。MDPVを
含有した1製品を除きほとんどの製品は購入時点
で規制されている薬物の含有はなく，これらはそ
の後当局の規制対象となっていた。パウダーや
リキッドタイプでも，ハーブタイプ同様複数の
薬物が添加される傾向が認められ，計16製品中
6製品で2薬物，1製品で3薬物が検出された。ま
た，一部の製品ではカフェインのみ検出された例
やGC－MS上全くピークが認められなかった例も
あった。乱用薬販売業者が薬物のブレンドを試み
ている実態が推測される。
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ン類等を追加したりするなど，乱用薬業者が薬物
のブレンドを模索する実態が明らかになった。こ
のようなゲートウェイとなる薬物への興奮性薬物
の添加は，乱用薬の終末である覚せい剤に至る期
間を短縮させることにつながることが懸念され
る。また，乱用者が作用機構の異なる中枢作動薬
を併用することになり，予期せぬ精神作用が惹起
されることが危惧される。乱用薬市場の実態は
刻々と変化しており，このような調査を実施する
とともに乱用実態に即した生物作用の解析が必要
になるものと思われる。
謝　　辞
違法ドラッグの買い取り調査で多大なご協力を
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送協会 高比良健吾氏に深謝いたします。
おわりに
本報告では，最近乱用されている違法ドラッグ
を概説するとともに，平成24年に流通した薬物
の分析結果を示し現在の乱用薬市場の実態を考察
した。薬物乱用と法規制の「いたちごっこ」は，平
成24年3月に導入された合成カンナビノイドの
包括規制でも解消されず，今後異なる基本構造を
もつ合成カンナビノイドに加えてカチノン類の追
加規制が必要である。また，本製品調査遂行に伴
い実施した製品原料となる薬物の分析では，合成
薬物の精製度が極めて低いものが認められた。こ
の様な原料を用いた製品では，違法ドラッグの中
枢作用に加えて合成中間体や不純物による健康被
害も考えられる。さらに，本調査によりハーブタ
イプに合成カンナビノイドを複数用いたりカチノ
表２　パウダータイプ9種およびリキッドタイプ17種に検出された違法ドラッグ
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The forefront of drug abuse
― Recent trends in illegal drugmarkets in Japan, 2012 ―
Satoshi Numazawa
Division of Toxicology, Department of Pharmacology, Toxicology   
and Therapeutics,  Showa University School of Pharmacy
Abstract
Methamphetamine has been mostly abused for decades in Japan; however， rapidly spreading 
designer drugs of abused market become a serious concern of not only our society but also whole 
over the world. Herbal products containing a synthetic cannabioid have been used as a gateway 
drug. Survey of the recent market revealed that several kinds of synthetic cannabinoids tend to be 
added to the herbal products. Moreover， synthetic compounds of cathinone， phenethylamine and 
tryptamine， heavier psychoactive substances than synthetic cannabinoids and often found in the 
strong abused product “bath salts”， were added in conjunction with the cannabinoids. Such a blend 
of designer drugs may produce unexpected biological reactions， which should be focused attention 
on the threat of drug abuse.
Key words : designer drug, drug abuse, synthetic cannobinoids, cathinones
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